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American mink Neovison vison is an invasive alien species of Japan. This species was firstly introduced 
in 1930’s to Shiretoko, but main intrusion caused by escapes from fur farms in 1960’s to 1980’s. This 
study revealed that the American mink is currently distributed entire Shiretoko Peninsula and its ad-
jacent area. Possible impacts of the American mink on natural ecosystem and countermeasures for this 
species are discussed.

はじめに
知床半島は，世界自然遺産地域を含み，国内で
も有数の原生的自然の残る地域である．しかしな
がら，知床半島には多くの外来種が分布してお
り，本来の生態系に影響を及ぼしている可能性が
ある．
アメリカミンクNeovison visonは，水辺生活に適
応したイタチ科の哺乳類である．北米原産で昭和
初期（1925–44年頃）から毛皮採取を目的として主
に北海道に導入された後，1953年に本格的飼育
が始まり，次第に各地で養殖されるようになった
（斉藤1981; 北海道生活環境部自然保護課1985）．
養殖場の拡大に伴って逃亡などから野生化個体群
が生じていったと推測されている．（北海道生活
環境部自然保護課1985）．知床半島遠音別岳原生
自然環境保全地域周辺の哺乳類相を記載してい
る大泰司（1985）は，「北海道におけるミンクの飼
育は昭和初期に開始され，当時すでに脱走して野

生化したミンクが当地域でも見かけられた」と述
べている．すなわち1925–34年頃に知床半島には
じめてミンクが持ち込まれたと思われる．さらに
米田（1981）は，「昭和10年代［1935–44年］に遠音
別川河口付近でミンクが出没していた」としてい
る．また米田（1981）は，1963年から知床半島に
ミンクの飼育場があったことを示した上で，1979

年までに野生個体群の形成に十分な数の逃走個体
がいたと推測している．その後も現在までアメリ
カミンクの死亡個体が回収されたり，目撃情報が
寄せられたりしており，野生個体群が存続してい
ることは確実な状態である．しかし，知床半島の
アメリカミンクがどのように分布しているのかは
1980年の調査（米田1981）を最後に，調査されて
こなかった．そこで本研究では，1990年代後半以
降の情報に基づき，知床半島においてアメリカミ
ンクがどのように分布しているのかを明らかにす
る調査を実施した．
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方法
1．死亡個体，傷病鳥獣個体の回収
知床自然センター，羅臼ビジターセンター，知
床博物館で1997–2010年に回収されたアメリカミ
ンクの死体について，回収日，回収場所，性別，
成幼を記録した．なお，斜里町，羅臼町，標津町，
清里町内を対象地域とした．

2．目撃情報調査
知床半島の基部を流れる斜里川の環境保護をし
ている団体の斜里川を考える会会員に対して，斜
里町，羅臼町，清里町，標津町内でアメリカミン
クを発見した時は，確認日と位置を報告してもら
うようメーリングリストを通じて2009年2月1日

に連絡した．このとき，情報は年がわかるもので
あれば何年前でもかまわない旨を付記した．また，
自然解説員や自然愛好者，博物館学芸員，野生動
物研究者に対しても機会があれば情報提供をお願
いした．目撃の根拠を得るため，できるだけ写真
を添付してもらったほか，写真がない場合は毛色
の特徴や尾の長さを確認するなどしてアメリカミ
ンクであることを確認した．

3．カメラトラップ調査
環境省と北海道大学により「国立公園等民間活
用特定自然環境保全活動（グリーンワーカー）事
業・シマフクロウに脅威となるアライグマの侵入
状況調査」が2007年から毎年実施されている（北
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図1．知床半島において1997年か
ら 2010年までにアメリカミンク
の死体および保護個体（●），写
真記録（○），目撃情報（▲）が
得られた地点の分布．Fig 1. A 
map showing locations of carcasses, 
injured and orphaned animals (closed 
circle), photographs (open circle), 
and observation (closed triangle), of 
American mink between 1997 and 
2010, in the Shiretoko Peninsula.
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海道大学アライグマ研究会2008，2009; 北海道大
学2010）．この調査では，2007年9月7日–10月6

日，2008年 7月 21日–8月 6日，9月 20日–10月 5

日，2009年 8月 1日–10月 7日，2010年 7月 23日
–10月28日の期間，斜里町と羅臼町の河川や沢沿
いを中心にカメラトラップを設置して自動撮影を
実施した．カメラトラップは主にFieldnoteIIa（有
限会社麻里府商事，山口）を使用し，Game Spy D40

（Moultrie Feeders LLC，アメリカ合衆国アラバマ
州），Trail Sentry 4mp（Bushnell Corporation，合衆
国カンザス州）を補助的に使用した（北海道大学
2010）．撮影箇所は斜里町と羅臼町の河川や沢沿
いで，斜里町内に15–23箇所，羅臼町内に10–12

箇所である．

結果
死体，保護個体の情報が17箇所（斜里町14箇
所，羅臼町3箇所），写真情報がのべ30箇所（斜里
町19箇所，羅臼町5箇所，清里町2箇所、標津町4

箇所），目撃情報がのべ17箇所（斜里町7箇所，羅
臼町1箇所，清里町8箇所，標津町1箇所）から得
られた（図1，表）．
情報の得られた年代は，死亡個体が1997–2010

年，写真情報が2001–10年，目撃情報が2002–10

年のものであった．なお，2010年4月14日に斜里
町内で民家に設置された作業小屋にミンクが侵入
した被害があり，この民家の方が個体を目撃して
いたため，この情報も目撃情報として加えている．
これらの情報は知床半島の国立公園内から，半
島基部平野部まで広く分布していた．これらの分
布位置は多くが河川沿いであったが，海岸や河川

図2．2004年10月20日にペレケ川下流に現れたアメリカミンク．Fig. 2. A photograph of American mink, taken at the 
river mouth of Pereke-gawa River on October 20, 2004.
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表．知床半島において1997年から2010年までに得られたアメリカミンクの生息情報．Table. Information of American 
mink inhabitation between 1997 and 2010, in the Shiretoko Peninsula.

No. 年月日 場所 緯度 経度 備考

死体，保護個体
C-1 1997年04月06日 斜里町朱円，奥蘂別川 43°54' 16"  N 144°44' 35"  E
C-2 1997年08月21日 斜里町ウトロ西 44°02' 21"  N 144°56' 27"  E
C-3 1998年05月21日 斜里町中斜里，斜里川支流猿間川 43°53' 14"  N 144°39' 24"  E 溺死
C-4 1998年11月29日 羅臼町北浜，ルサ川河口 44°08' 20"  N 145°15' 53"  E
C-5 1999年04月21日 斜里町三井，斜里川支流豊里川 43°51' 03"  N 144°42' 06"  E
C-6 2001年03月21日 斜里町朱円，奥蘂別川 43°54' 10"  N 144°44' 34"  E ♂
C-7 2001年04月07日 斜里町朱円，奥蘂別川 43°54' 15"  N 144°44' 35"  E ♂
C-8 2001年08月01日 斜里町以久科北 43°53' 49"  N 144°41' 42"  E
C-9 2001年08月07日 羅臼町湯の沢町 44°01' 59"  N 145°09' 36"  E
C-10 2001年11月28日 斜里町越川，斜里川支流 43°49' 07"  N 144°47' 28"  E ♂
C-11 2002年02月19日 斜里町港西町 43°54' 48"  N 144°39' 20"  E ♂
C-12 2002年10月20日 斜里町（詳細場所不明） ♀
C-13 2003年10月15日 斜里町ウトロ西 44°02' 23"  N 144°56' 46"  E ♂
C-14 2003年12月26日 斜里町川上，斜里川 43°52' 24"  N 144°38' 58"  E
C-15 2007年06月13日 斜里町西町，斜里川 43°54' 45"  N 144°39' 17"  E ♂
C-16 2009年04月09日 羅臼町礼文町，トビニウス川 44°00' 07"  N 145°10' 42"  E
C-17 2010年07月25日 斜里町川上，斜里川 43°52' 48"  N 144°38' 45"  E
写真記録
P-1 2001年02月10日 斜里町西町，斜里川 43°54' 52"  N 144°39' 25"  E
P-2 2004年10月14日 斜里町ウトロ東，ペレケ川 44°04' 03.3"  N 144°59' 52.0"  E
P-3 2004年10月20日 斜里町ウトロ東，ペレケ川 44°04' 03.3"  N 144°59' 52.0"  E 図2  Fig. 2
P-4 2007年06月02日 斜里町大栄，ウェンベツ川 43°55' 09"  N 144°34' 21"  E
P-5 2008年04月22日 斜里町大栄，ウェンベツ川 43°54' 52"  N 144°34' 22"  E
P-6 2008年05月17日 清里町青葉，斜里川さくらの滝 43°43' 55"  N 144°31' 24"  E
P-7 2008年06月01日 斜里町大栄，ウェンベツ川 43°55' 09"  N 144°34' 21"  E
P-8 2008年09月09日 斜里町真鯉，遠音別川 44°00' 44.3"  N 144°55' 17.3"  E
P-9 2008年09月16日 羅臼町八木浜町，立刈臼川 43°58' 11.9"  N 145°08' 19.9"  E
P-10 2008年09月19日 斜里町以久科南，斜里川支流幾品川 43°52' 05.4"  N 144°43' 52.4"  E
P-11 2009年03月14日 斜里町川上 43°53' 12"  N 144°38' 35"  E
P-12 2009年08月07日 羅臼町湯ノ沢町，羅臼川 44°02' 02.9"  N 145°08' 41.9"  E
P-13 2009年08月11日 斜里町峰浜，シマトッカリ川 43°55' 18.3"  N 144°47' 50.3"  E
P-14 2009年08月22日 斜里町真鯉，遠音別川 44°00' 45"  N 144°55' 10"  E
P-15 2009年08月25日 斜里町ウトロ西，フンベ川 44°03' 34.4"  N 144°58' 29.4"  E
P-16 2009年09月03日 斜里町真鯉，シャリキ川 44°01' 03.4"  N 144°55' 22.4"  E
P-17 2009年09月09日 羅臼町湯ノ沢町，羅臼川 44°02' 02.9"  N 145°08' 41.9"  E
P-18 2009年09月19日 羅臼町礼文町，トビニウス川 44°00' 20.7"  N 145°10' 35.8"  E
P-19 2009年09月20日 斜里町日の出，糠真布川 43°56' 00.0"  N 144°49' 14.0"  E
P-20 2009年09月21日 斜里町日の出 43°56' 53.5"  N 144°49' 44.5"  E
P-21 2009年09月22日 斜里町日の出，オライネコタン川 43°57' 41.3"  N 144°50' 17.3"  E
P-22 2010年04月02日 斜里町ウトロ東，海岸部 44°04' 49"  N 145°00' 23"  E
P-23 2010年04月03日 清里町上斜里，斜里川 43°49' 10"  N 144°34' 24"  E
P-24 2010年07月25日 斜里町以久科南，斜里川支流幾品川 43°51' 56.7"  N 144°43' 46.7"  E
P-25 2010年08月03日 羅臼町湯ノ沢町，羅臼川 44°02' 02.9"  N 145°08' 41.9"  E
P-26 2010年08月23日 標津町崎無異，植別川 43°51' 41.0"  N 145°05' 45.0"  E
P-27 2010年09月07日 斜里町岩宇別，イワウベツ川 44°06' 22.4"  N 145°04' 42.5"  E
P-28 2010年10月09日 標津町崎無異，植別川 43°51' 41.0"  N 145°05' 45.0"  E
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を離れた場所からの情報もあった．

考察
1．知床半島でのアメリカミンクの生息状況
過去の記録によると，知床半島のアメリカミン
クは，1925–44年頃（昭和初期）の小規模の導入よ
りもむしろ，1960年代からの飼育場設置によっ
て持続的な野生個体群を形成するようになったと
推測できる（米田1981; 大泰司1985）．米田（1981）
は，知床半島（基部を含む）で1960年代に3箇所，
1970年代以降に1箇所のミンク飼育場があったこ
とを示している．これらの飼育場から逃亡した個
体が野外で繁殖し，徐々に知床半島内の各地に分
布を拡げていったのであろう．ただし，これらの
飼育場は1980年代後半に閉鎖されており，その後
知床半島にミンク飼育場はなかったことになる．
しかし，今回の調査により，アメリカミンクは
近年でも知床半島と半島基部に広く分布している
ことが明らかになった．現在は知床半島に限らず

近隣市町村にもミンク飼育場はほとんどなく，新
たな逃走個体が加わっているとは考えにくい．し
たがって，知床半島周辺のアメリカミンクは現在，
確実に野生個体群が繁殖していることになる．
次に1980年時点での分布と現在の分布を比較
する．米田（1981）は，サケマスふ化場とニジマス
養殖場での聞き込み，林道と沢沿いでの痕跡調査
によって知床半島のアメリカミンクの分布を調査
している．その結果，知床半島部11箇所と半島基
部2箇所のサケマスふ化場，半島基部2箇所のニジ
マス養殖場のすべてでアメリカミンク出没があっ
たと報告している（米田1981）．この結果は，今
回情報の得られた地域が調査を実施できなかった
知床半島先端部を除いて半島と基部の河川沿いを
中心に広く分布していたことと一致している．さ
らに今回の調査では斜里川の河口部から上流部ま
で，ウトロ地域では海岸部までとさまざまな環境
に生息していることがわかった．
これらのことからアメリカミンクは水辺を中心

表．続き．Table. Continued.

No. 年月日 場所 緯度 経度 備考

P-29 2010年10月12日 標津町崎無異，植別川 43°51' 41.0"  N 145°05' 45.0"  E
P-30 2010年10月16日 標津町崎無異，植別川 43°51' 41.0"  N 145°05' 45.0"  E
目撃情報
O-1 2002年08月02–09日 標津町，標津川 43°36' 46"  N 145°04' 18"  E
O-2 2002年08月12日 羅臼町北浜，ショウジ川河口 44°07' 15"  N 145°15' 08"  E
O-3 2004年頃 斜里町岩宇別，イワウベツ川支流盤の沢 44°07' 00"  N 145°05' 14"  E
O-4 2004–07年 斜里町岩宇別，知床五湖（一湖） 44°07' 26"  N 145°04' 48"  E
O-5 2005年07月01日 清里町羽衣町，斜里川 43°49' 32"  N 144°34' 59"  E
O-6 2005年07月24日 斜里町岩宇別，ホロベツ川 44°05' 06"  N 145°00' 39"  E
O-7 2005年11月06日 清里町清泉，斜里川支流ポンオニセップ川 43°42' 08"  N 144°30' 52"  E
O-8 2006–07年冬 斜里町富士，養魚場 43°50' 35"  N 144°43' 52"  E
O-9 2006年10月01日 清里町向陽，斜里川 43°50' 34"  N 144°36' 02"  E
O-10 2007年01月01日 清里町清泉，神の子池 43°38' 43"  N 144°33' 01"  E
O-11 2007年04月22日 清里町上斜里，斜里川 43°49' 10"  N 144°34' 24"  E
O-12 2008年10–12月 清里町清泉，神の子池 43°38' 43"  N 144°33' 01"  E
O-13 2009年03月22日 斜里町川上，斜里川 43°53' 44"  N 144°38' 29"  E
O-14 2010年04月14日 斜里町美咲，斜里川 43°54' 23"  N 144°38' 33"  E
O-15 2010年05月04日 清里町向陽，斜里川 43°48' 30"  N 144°33' 39"  E
O-16 2010年07月07日 清里町札弦，斜里川 43°47' 01"  N 144°32' 08"  E
O-17 2010年08月15日 斜里町知床岬，アブラコ湾 44°20' 27"  N 145°19' 57"  E
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とするものの，特定の環境だけでなく幅広い環境
に生息可能といえる．なお，斜里町に比べて他の3

町での情報が比較的少ないのは調査努力量の違い
によると思われる．実際に，目撃情報は斜里川を
考える会会員を主な対象として収集したため，流
域の斜里町と清里町から同程度の情報が寄せられ
ている．したがって，同じ調査努力量を払えば斜
里町外でもより多くの地点で情報が確認できるだ
ろう．また，世界自然遺産地域内の知床半島先端
部についても今回は調査が不十分であったため情
報が少ないが，実際には広範囲にアメリカミンク
が生息していることだろう．

2．アメリカミンクによる生態系への影響
アメリカミンクが知床半島や半島基部に広く生
息していることによって，生態系にどのような影
響が予測されるだろうか．北海道内3箇所で採集
した糞の分析結果によると，アメリカミンクは主
に哺乳類と魚類を食べており，鳥類，甲殻類，昆
虫などが補助的な食物となっていた（Uraguchi et 

al. 1987）．
ヨーロッパで野生化したアメリカミンクの現状
と影響をレビューしたBonesi & Palazon（2007）は，
フィンランドやチェコで実施された除去実験によ
り，地上営巣性の水鳥や小型哺乳類，カエル，ザリ
ガニ類への影響が存在することが確認されたとし
ている．また，ヨーロッパには在来種のヨーロッ
パミンクMustela lutreolaがおり，その保護のため
に外来種であるアメリカミンク対策がとられてい
る地域がある（Bonesi & Palazon 2007）．知床半島
と半島基部では海岸や湖沼に貴重な水鳥が生息ま
たは飛来する．とくに地上で営巣するカイツブリ
Podiceps ruficollis，カワアイサMergus merganser，バ
ンGallinula chloropus，イソシギActitis hypoleucosへ
の影響が懸念される．また，環境省レッドリストで
絶滅危惧 II類（VU）とされているニホンザリガニ
Cambaroides japonicusや情報不足（DD）とされてい
るエゾサンショウウオHynobius retardatusはいず
れも水辺が生息地であり，アメリカミンクによる
影響を受けやすい．さらに魚も重要な食物である
ことから，稀少魚類であるイトウHucho perryi（環

境省絶滅危惧 IB類）などへの影響も懸念される．

3．アメリカミンク対策の望ましい方向性
外来種が侵入し定着的な個体群を形成すると，
続いて新しい地域への移住をする拡大相があり，
以後可能な生息地をすべて植民するまで続くとさ
れる（Pullin 2002）．知床半島と半島基部のアメリ
カミンクはすでに可能な生息地の多くに入り込ん
だ状態と推測されるが，まだ生息可能な場所があ
ればそこもやがて侵入されるだろう．一方，現在
のところアメリカミンクによって知床の生態系に
及ぼされる影響はわからない．そこで，次のよう
にアメリカミンクの調査や対策を行うことが望ま
しい．
第一に，どのような影響が生じているのかを把
握するための調査が必要である．これには，季節
ごとの食性の把握や特定の動物種の繁殖地での影
響調査が考えられる．
第二に，在来種に明らかな影響が生じていた場
合，その対策を検討する必要がある．対策を実施す
るかどうかは影響の程度や内容，対策に要する費
用と効果などを考慮しなければならない．たとえ
ば，半島先端部などアプローチの困難な場所まで
生息していることや要する費用を考えると，アメ
リカミンクの根絶は非現実的である．むしろ，被影
響種の繁殖地周辺で重点的な捕獲を実施すること
などが有効な対策と考えられる．なお，ベラルー
シやスペインでは，カワウソLutra lutraの分布に
よってアメリカミンクの個体群がある程度抑制さ
れていることが報告されている（Bonesi & Palazon 

2007）．知床はかつてカワウソが生息していた地
域でもあり，社会的に許容されれば長期的にはカ
ワウソの再導入によってアメリカミンクによる影
響を抑えるという自然復元の手法も検討の価値が
ある．知床は世界自然遺産と指定されているもの
の，生態系の中にはこのアメリカミンクのように
外来種が拡がっている状況もある．近年は外来種
のアライグマProcyon lotorが知床に確実に侵入し
ており（北海道大学2010），アメリカミンクのよう
に全域に拡がる可能性もある．このように近年の
外来種対策は侵入初期である現時点で重点的に実
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施する必要があるだろう．
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